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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成20年3月27日(2008.3.27)

【公開番号】特開2006-259159(P2006-259159A)
【公開日】平成18年9月28日(2006.9.28)
【年通号数】公開・登録公報2006-038
【出願番号】特願2005-75819(P2005-75819)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  15/05     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  15/02     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  15/03     (2006.01)
   Ｆ２１Ｌ   4/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ  33/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 101/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ  15/05    　　　　
   Ｇ０３Ｂ  15/02    　　　Ｇ
   Ｇ０３Ｂ  15/02    　　　Ｐ
   Ｇ０３Ｂ  15/02    　　　Ｓ
   Ｇ０３Ｂ  15/03    　　　Ｗ
   Ｆ２１Ｌ  11/00    　　　Ｗ
   Ｆ２１Ｙ 101:02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年1月31日(2008.1.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　４ａ，４ｂは光源としての第１および第２の発光部（第１の光源、第２の光源）であり
、被写体輝度が低いときや特殊撮影時などに照明光を発する。本実施例では、２つの発光
部４ａ，４ｂは、レンズ鏡筒３の外側に隣接する位置に、互いに近接して配置されている
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　　図５に示すように、第１の入射部５ａ１には、第１の発光部４ａに対向し、該第１の
発光部４ａからの光束が入射する正の光学的パワーを有する入射面５ｃと、該入射面５ｃ
を透過した光束をほぼ全反射する正の光学的パワーを有する全反射面５ｅ（第１の反射面
）が形成されている。また、第２の入射部５ａ２には、第２の発光部４ｂに対向し、該第
２の発光部４ｂからの光束が入射する正の光学的パワーを有する入射面５ｄと、該入射面
５ｄを透過した光束をほぼ全反射する正の光学的パワーを有する全反射面５ｆ（第２の反
射面）と、該全反射面５ｆにより全反射された光束を一旦光学部材５の外部に射出させる
射出面５ｊとを有する。全反射面５ｅ，５ｆは、連続的な非球面で構成されている。なお
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、第１および第２の入射部５ａ１，５ａ２は、入射面側の部分で互いに繋がっている。ま
た、５ｇは、導光部５ａのうち、第１および第２の入射部５ａ１，５ａ２をリング部５ｂ
に接続する接続部である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　１６ａ～１６ｃは第１～第３の発光部であり、被写体輝度が低いときや特殊撮影時など
に発光する。実施例１よりも高い輝度を発するように、発光部の数が多い。１７は光学部
材であり、第１～第３の発光部１６ａ～１６ｃ（第１の光源、第２の光源、第３の光源）
からの光を後述する射出部１７ｂに導く導光部１７ａと、該導光部１７ａにより導かれた
光束を被写体方向に射出するリング状の射出部（以下、リング部という）１７ｂとを有す
る。光学部材１７は光透過性の樹脂材料により形成されている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
　図１４に示すように、第１の入射部１７ａ１には、第１の発光部１６ａに対向し、該第
１の発光部１６ａからの光束が入射する正の光学的パワーを有する入射面１７ｃと、該入
射面１７ｃを透過した光束をほぼ全反射する、正の光学的パワーを有する全反射面１７ｆ
（第１の反射面）とが形成されている。また、第２および第３の入射部１７ａ２，１７ａ
３にはそれぞれ、第２および第３の発光部１６ｂ，１６ｃに対向し、該第２および第３の
発光部１６ｂ，１６ｃからの光束が入射する正の光学的パワーを有する入射面１７ｄ，１
７ｅと、該入射面１７ｄ，１７ｅを透過した光束をほぼ全反射する正の光学的パワーを有
する全反射面１７ｇ，１７ｊ（第２の反射面、第３の反射面）と、該全反射面１７ｇ，１
７ｊにより全反射された光束を一旦光学部材１７の外部に射出させる射出面１７ｋ，１７
ｌとを有する。全反射面１７ｆ，１７ｇ，１７ｊは、連続的な非球面で構成されている。
なお、第１から第３の入射部１７ａ１～１７ａ３は、入射面側の部分で互いに繋がってい
る。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
　第１の入射部２１ａ１には、第１の発光部２６ａ（第１の光源）に対向し、該第１の発
光部２６ａからの光束が入射する正の光学的パワーを有する入射面２１ｃと、該入射面２
１ｃを透過した光束をほぼ全反射する、正の光学的パワーを有する全反射面２１ｇとが形
成されている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
　また、第２～第４の入射部２１ａ２～２１ａ４にはそれぞれ、第２～第４の発光部２１
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ｂ～２１ｄ（第２～第４の光源）に対向し、該第２～第４の発光部２１ｂ～２１ｄからの
光束が入射する正の光学的パワーを有する入射面２１ｄ，２１ｅ，２１ｆと、該入射面２
１ｄ～２１ｆを透過した光束をほぼ全反射する正の光学的パワーを有する全反射面２１ｈ
，２１ｉ，２１ｊ（第１の反射面以外の反射面）と、該全反射面２１ｈ～２１ｊにより全
反射された光束を一旦光学部材１７の外部に射出させる射出面２１ｋ，２１ｌ，２１ｍと
を有する。全反射面２１ｇ～２１ｊは、連続的な非球面で構成されている。なお、第１か
ら第４の入射部２１ａ１～２１ａ４は、入射面側の部分で互いに繋がっている。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
　さらに、第１～第４の入射部２１ａ１～２１ａ４において、全反射面２１ｇ～２１ｊで
方向変換された光束は、接続部２１ｎに導かれる。ここで、第２の入射部２１ａ２の全反
射面２１ｈで反射された光束は、一旦、射出面２１ｋから光学部材２１の外部に射出した
後、第１の入射部２１ａ１の全反射面２１ｇ（第１の反射面）から再び光学部材２１内に
入射する。また、第３の入射部２１ａ３の全反射面２１ｉで反射された光束は、一旦、射
出面２１ｌから光学部材２１の外部に射出した後、第１の入射部２１ａ１の全反射面２１
ｇから再び光学部材２１内に入射する。さらに、第４の入射部２１ａ４の全反射面２１ｊ
で反射された光束は、一旦、射出面２１ｍから光学部材２１の外部に射出した後、第１の
入射部２１ａ１の全反射面２１ｇから再び光学部材２１内に入射する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８３】
　なお、１つの入射部に入射させる光束は、３個以上のＬＥＤから発せられたものであっ
てもよい。また、光学部材の入射部は、５つ以上で各々を第１の反射面以外の反射面で反
射した光を反射して第１の反射面に向かわせてもよい。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８６】
　第１の入射部２２ａ１には、第１の発光部２７ａ（第１の光源）に対向し、該第１の発
光部２７ａからの光束が入射する正の光学的パワーを有する入射面２２ｃと、該入射面２
２ｃを透過した光束をほぼ全反射する、正の光学的パワーを有する全反射面２２ｆ（第１
の反射面）とが形成されている。また、第２および第３の入射部２２ａ２，２２ａ３には
それぞれ、第２および第３の発光部２７ｂ，２７ｃ（第２の光源、第３の光源）に対向し
、該第２および第３の発光部２７ｂ，２７ｃからの光束が入射する正の光学的パワーを有
する入射面２２ｄ，２２ｅと、該入射面２２ｄ，２２ｅを透過した光束をほぼ全反射する
正の光学的パワーを有する全反射面２２ｇ，２２ｈ（第２の反射面、第３の反射面）と、
該全反射面２２ｇ，２２ｈにより全反射された光束を一旦光学部材２２の外部に射出させ
る射出面２２ｉ，２２ｊとを有する。全反射面２２ｆ，２２ｇ，２２ｈは、連続的な非球
面で構成されている。なお、第１から第３の入射部２２ａ１～２２ａ３は、入射面側の部
分で互いに繋がっている。
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